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令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 本年度、６年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施しました。また、吹田市におい

ても、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 本調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・算数・理科に限られ、測定されたも

のは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面であると捉えております。そのことを踏まえつつ、調

査によって得られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えており

ます。 

 対象となった６年生には、よりきめ細かな指導につながる取り組みを進めるとともに、学校全体として課題

に応じた学力向上につながる具体的な指導法や授業づくりの工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におかれ

ましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただきますようお願いいた

します。 

 

１．教科に関する調査結果の分析 

 
●国語 

《各領域における成果と課題》 
言葉の特徴や使い方に関する事項  

・「漢字を文の中で正しく使うことができるかどうか」を問う問題（短答式）は全国値をやや上回る。 

情報の扱い方に関する事項  

・「情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことができるか

どうか」を問う問題（選択式）は全国値とほぼ同じ。 

我が国の言語文化に関する事項  

・「時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付くことができるかどうか」を問う問題（選択

式）は全国値をやや上回る。 
 話すこと・聞くこと  

・「話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうか」を問う問題（選択式）は、

全国値を上回る。 

・「自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることができるかどうか」を問う問題（選択式）は、

全国値を下回る。 

 書くこと  

・「目的や意図に応じて簡単に書いたり、詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫することができるかどうか」を問う問題（記述式）は、全国値を下回る。 

 読むこと  

・「事実と感想、意見などとの関係を、叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨を把握することがで

きるかどうか」を問う問題（選択式）は、全国値を上回る。 

・「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうか」を問

う問題（記述式）は、全国値を下回る。 

《問題形式について》 
・選択式、短答式は全国値とほぼ同じであるが、記述式は正答率が低く、全国値を下回る。 

 
 
 
 



●算数 
《各領域における成果と課題》 

 数と計算  
・「異分母の分数の加法の計算」「示された資料から必要な情報を選び、数量の関係を式に表し計算する」問題

（短答式）は、全国値を上回る。 

・「小数の加法について数の相対的な大きさを用いて、共通する単位をそろえることができるか」をみる問題

（短答式）は、全国値とほぼ同じ。 
図 形  

・「図形の性質を基に、作図することができるかどうか」「角の大きさについて理解しているかどうか」をみる

問題（短答式）は、全国値を上回る。 

・「台形の意味や性質について理解しているかどうか」をみる問題（選択式）は、全国値とほぼ同じ。 

測定  

・「はかりの目盛りを読むことができるかどうか」をみる問題（短答式）は、全国値を下回る。 

変化と関係  

・「１０%増量の意味を解釈し、増量後の量が増量前の量の何倍になっているかを表すことができるか」をみる

問題（選択式）は、全国値を上回る。 

 データの活用  
・「目的に応じて適切なグラフを選択して、数値の増減を判断しその理由を言葉や数を用いて記述できるかど

うか」をみる問題（記述式）は、全国値を上回る。 

・「簡単な二次元の表から、条件に合った項目を選ぶことができるかどうか」をみる問題（選択式）は、全国

値を下回る。 

《問題形式について》 
・選択式は全国値とほぼ同じであるが、短答式・記述式は正答率が高く、全国値を上回る。 

 

 

●理科 
《各領域における成果と課題》 

「エネルギー」を柱とする領域 
・「乾電池のつなぎ方について直列つなぎに関する知識が身に付いているか」をみる問題（選択式）は、全国

値を下回る。 

・「電気の回路の作り方について、実験の方法を発想し、表現することができるかどうか」をみる問題（選択

式）は、全国値を下回る。 

「粒子」を柱とする領域 
・「水が氷に変わる温度を根拠に、水の面積が減少した理由を予想し、表現することができるかどうか」をみ

る問題（選択式）は、全国値を上回る。 

・「身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引きつけられる物があることの知識が身に付いているかどうか」

をみる問題（選択式）は、全国値を下回る。 

「生命」を柱とする領域 
・「ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうか」「発芽するために必要な条件につい

て、実験の条件を制御した解決の方法を発想し、表現することができるかどうか」をみる問題（短答式・選

択式）は、全国値を下回る。 

・「顕微鏡を操作し、適切な像にするための技能身に付いているかどうか」をみる問題（選択式）は、全国値

を上回る。 

「地球」を柱とする領域 
・「二つのものの量を正しく設定した実験の方法を発想し、表現することができるかどうか」「実験の結果を基

に結論を導いた理由を表現することができるかどうか」をみる問題（短答式・記述式）は、全国値を下回る。 

・「結果や問題に対するまとめを基に、他の条件での結果を予想して、表現することができるかどうか」をみ

る問題（選択式）は、全国値を上回る。 

《問題形式について》 
・記述式は全国値とほぼ同じであるが、選択式・短答式は全国値を下回る。 

 



２．生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 
 
●生活に関するアンケート 
《生活について》 

・「朝食を毎日食べている」児童の割合は、全国値とほぼ同じ。 
・「毎日、同じくらいの時刻に寝ている・起きている」児童の割合は、全国値を下回る。 

《自己肯定感について》 
・「自分には、よいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と思う児童の割合は、全国値を下回る。 

・「人が困っているときには進んで助けている」「人の役に立つ人間になりたい」と思う児童の割合は、全国値

を下回る。 

《いじめについて》 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだ」「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人に

いつでも相談できる」と思う児童の割合は、全国値をやや下回る。 

・「学校に行くのは楽しい」「友達関係に満足している」と思う児童の割合は、全国値をやや下回る。 

《家庭学習について》 
・「平日の家庭学習の時間が、１日３時間以上」と回答した児童の割合は、全国値を上回る。また、「３０分以

内」「全くしない」と回答した児童の割合も、全国値をやや上回る。 

・「わからないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することができる」と

回答した児童の割合は、全国値をやや下回る。 

・「学校の授業以外に、１日１時間以上、読書をする」と回答した児童の割合は、全国値を上回る。 

《地域・社会への関心について》 
・「新聞を読んでいる」「読書は好き」と回答した児童の割合は、全国値をやや上回る。 

・「地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもら

ったりすることがある（習い事は除く）」と回答した児童の割合は、全国値を上回る。 

・「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」と回答した児童の割合は、全国値を下回る。 

《学習環境・学習状況について》 
・「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT機器をほぼ毎日・週３回以上使用している」と回

答した児童の割合は、全国値を上回る。 

・「先生は、授業やテストで間違えたところや理解していないところについて、わかるまで教えてくれる」と

回答した児童の割合は、全国値を上回る。 

・「5年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表している」と回答した児童の割合は、全国値とほぼ同じ。 

・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすること

ができる」と回答した児童の割合は、全国値を下回る。 
 
３．今後の取り組み 
≪学習について≫ 
国語科 … 漢字の書き取り問題において、児童が普段よく使用する漢字については、正答率が高かったものの、普段

あまり使用しない語句については、正答率が低い結果となっています。朝のモジュール学習等で、言葉に着目し、語彙を

増やす活動を取り入れていきます。また、「国語の授業で学習したことは、将来社会に出たときに役に立つと思う」と肯定

的に回答した児童の割合が、全国値を下回る結果だったことを受けて、学んだことを実生活に返したり、学んだ成果を実

感する場を設定したりすることを積み重ねていきます。 

算数科 … 全ての領域において、昨年度に引き続き、全国値を上回る結果でした。基礎的な問題でも、下

学年の学習内容に関する問題は、正答率が低い傾向が見られました。当該学年の学習に入る前に前学年までの

学習を振り返る時間をもち、知識・技能の積み上げを図っていきます。また、「算数の授業で、どのように考

えたのかについて説明する活動をよく行っている」と回答した児童の割合が、全国値を上回る結果も踏まえ、

引き続き授業の中で、自分の考えなどを、筋道を立てて書く活動を取り入れていきます。 

理科 … 身近な日常生活に関することや、学習してからあまり時間が経っていない内容の知識を問う問題

は、比較的正答率が高い傾向が見られました。学習内容が実生活と結び付けて考えられるような授業を心がけ

ていきます。「自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見出したりし

ている」と回答した児童の割合が、全国値を下回る結果であったことから、実験や観察から導き出される事象



について、自分の考えを図や表も使いながら文章とつなぎ合わせてまとめたり、発表したりする学習活動を引

き続き行っていきます。 

学習全般 … 教科を問わず様々な学習場面で、学習用端末（iPad 等）を利用して自分の考えをまとめた

り、発表したりするなど ICT機器を日常的に活用することができていますが、情報の整理や友達と考えを共有

する等の活用力は、全国値を下回る結果となりました。引き続き ICT機器を文房具の一つと捉え学習で触れる

機会を増やすことと合わせて ICT機器のより良い使い手となるよう、ＤＣ教育などと関連付けながら取り組み

を進めていきます。 

また、「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができる」「学

級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができ

る」と回答した児童の割合は、全国値を下回る結果であったことも踏まえ、各教科や学級活動を通して児童が

実感できるような場面をより多く設定していきます。 

 

≪生活について≫ 
毎日同じ時間に寝て、起きている割合は全国値を下回っており、安定した生活リズムに課題があると考えま

す。一方で、朝食を毎日食べている割合は全国値とほぼ同じであることから、ご家庭での食習慣は整っている

と捉えています。家庭生活全般として睡眠習慣も含めて見直す機会としてください。 

「自分には、よいところがある」「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童の割合が、全国値を下回る

結果となったことから、児童の自己肯定感が低く、周囲の人や自分と違う考えに対して肯定的に捉えにくいと

考えます。将来については、まだ具体的なイメージができていないため肯定的な考えが低いものと考えます。  

また、「いじめはどんな理由があってもいけない」と回答した児童の割合は、全国値よりやや低い結果となり

ました。いじめ予防授業をはじめ日々の指導の中で、児童一人ひとりが自分事として考えられるような指導を

行っていきます。さらに、意図的に児童同士が対話をする機会を増やすことや、教職員が児童の些細な言動に

気付き迅速な対応を図ることで、いじめ行為の未然防止、問題の早期発見・早期対応につなげていきます。 

今後とも「学校・家庭・地域」と協力して子どもたちの成長を支えられるように、保護者のみなさまのご理

解、ご協力をよろしくお願いいたします。 


